
昭和43年 5月10日

今月の納期

今月 は軽自動車税と国民

健康保険税第 1期分を納

める月 です。市民のみな

さん、忘れずに早めに納

めておき ましょ う。
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ミ今 日もま た、 救急車のけたた まし いサイレンの

音が聞えてくる。また、交通事故だろ うか ?交通

事故だけはもういやだ/なん とか して、みんなの

力で交通事故 をなくしたL、。 ミとうした、私たち

の切なる願いも空 しく 、交通事故は毎日毎日増加

の一途をたどって います。大村市内でも 、今年に

なってから交通事故で 1名が死亡 し、100名余り

の人がケ ガをし てい ます。ど うしたら人命を交通

事故か ら守るこ とができ るのでしょうか?

本年 も5月11日 (土)から20日 (月)ま での10

日間、春の交通安全運動が全国一斉に行なわれて

います。お互いに交通法規 を正しく守って、交通

事故を起さ ないよう、また、交通事故にかか らな

いように注意しまし ょ.う。

重点目標

①歩行者の正しい横断の励行

②通学通園道における安全の確保

③飲酒運転の追放

④追突事故の防止

子供を

交通事故から守ろう
• 老人

一

耽
足
で
土
を
ふ
む
、
五
月

一
は
ま
こ
と
に
園
芸
を
楽
し
む

一
者
に
と

っ
て
絶
好
の

ν
l
ズ

-
ン
で
す
。
初
め
て
や
り
初
め

一
る
人
に
と

っ
て
は
こ
の
上
な

一
い
時
で
し

ょ
う。

育
て
る
喜

一
び
、
収
穫
の
喜
び
、
ふ
え
る

一
楽
し
み
、
つ
く
り
出
す
楽
し

一
さ
、
ど
う
ぞ
あ
な
た
も
こ
の

あ
な
た
も
園
芸
を

楽
し
み
に
ふ
み
込
ん
で
く
だ

一

さ
い
。

八
十
八
夜
の
別
れ
霜
と

い

一

ぃ
、
五
月
中
旬
に

は
朝
顔
、
一

サ
ノ
ル
ビ
ャ
、
オ
ジ
キ
ソ

ワ
が

一

ま
け

i
す
し
、
日
除
け
に
ヒ

一

ヨ
ク
タ

ン
や

ヘ
チ
マ

も
ま
い

一

て
お
く
と
い
い

で
し
ょ
う
。

一

害
虫
も
暖
か
く
な
る
と
で

一

て
き
ま
す
の

で
、
キ
ク
苗
、
一

パ
ラ
、
ヲ
メ
、
モ
モ

に
は
硫

一

酸

ニ
コ
チ
ン

を
、
葉
を
く
い

一

あ
ら
す
幼
虫
に
は

B
H
C
を

一

か
け
ま
し
ょ
う。

一
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社
会
福
祉
協
議
会
の
育
成
強
独
立
自
活
の
促
進
を
は
か
り

化
を
一
段
と
お
し
す
す
め
ま
一
方
で
は
対
象
児
童
の
把
握

す

。

に

努

め

経

済

的

自

立

の

助

長

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
と
生
活
意
欲
の
高
揚
を
は
か

児
童
の
心
身
と
も
に
健
か
な
り
だ
い

と
存
じ
ま
す
。

る
こ
と
を
配
慮
し
て
乳
幼
児
身
体
障
害
者
、
老
人
、
精

の
保
育
に
努
め
る
一
方
児
童
薄
児
の
福
祉
に
つ
い
て
も
そ

の
不
良
化
防
止
の
一
策
と
し
れ
ぞ
れ
実
態
を
十
分
に
つ
か

て
、
家
庭
児
童
相
談
員
の
適
み
施
設
へ
・の
収
容
な
ど
を
行

切
、
な
る
指
導
と
児
童
委
員
及

び
補
助
員
を
中
心
と
す
る
各

種
団
体
の
ご
協
力
に
よ
っ
て

更
に
児
童
福
祉
の
目
的
達
成

の
た
め
努
力
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
農
繁
期
に
は
例

年
の
と
お
り
季
節
保
育
所
も

開
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
母
子
福
祉
で
は
、
母
子
家

庭
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
福
祉
資
金
の
貸

付
措
置
を
積
極
的
に
講
じ
、

市
民
福
祉
の
向
上
を

H

福
祉
行
政
日

区在ヨ 生
活
保
護
で
は
、
保
護
の

適
正
を
期
す
る
た
め
常
に
現

状
を
把
握
し
、
研
修
に
よ
り

実
務
の
向
上
を
は
か
り
、
ま

た
保
護
世
帯
の
更
生
意
欲
を

ふ
る
い
起
さ
せ
自
立
更
生
を

促
進
す
る
方
針
で
あ
り
、
こ

の
た
め
民
生
委
員
協
議
会
の

活
動
を
よ
り
盛
ん
に
し
て
保

護
の
万
全
を
期
す
る
と
と
も

に
、
保
護
を
必
要
と
す
る
よ

う
な
世
帯
に

は
世
帯
更
生
資

金
や
福
祉
資
金
な
ど
を
有
効

適
切
に
活
用
し
た

い
と
考
え

ま
す
。
と
く
に
本
年
は
民
生

委
員
の
改
選
期
で
も
あ
り
ま

す
の
で
一
層
適
任
者
の
選
定

に
意
を
用
い
、
ま
た
地
域
ぐ

る
み
の
福
祉
を
は
か
る
た
め

昭和43年 5月10日

原爆被爆者の

援護事業

大村市は市内に居住す

る原爆被爆者の健康の保

持と生活の安定、福祉の

向上をはかる目的で、つ

ぎのような援護措置をは

じめました。

原爆の被爆者の方は、

くわしいことを市の福祉

事務所におたずねくださ

処 j

、J
一h

大村市政だよ

し
で
も
新
た
に
援
護
措
置
要

綱
を
設
け
て
生
活
に
困
っ
て

い
る
被
爆
者
や
子
供
の
保
護

を
行
な
い
た
い
と
考
え
ま
す

そ
の
他
社
会
福
祉
行
政
の

充
実
を
は
か
る
た
め
に
本
年

度
中
に
更
に
組
織
の
強
化
を

行
な
い
、
市
民
全
般
に
対
す

る
福
祉
の
向
上
に
つ
と
め
た

事
業
別
の
計
画

な
い
保
護
の
万
金
を
期
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
と
く
に
老

人
世
帯
の
う
ち
日
常
生
活
を

営
む
う
え
に
支
障
が
あ
る
老

人
の
家
庭
に
は
、
家
庭
奉
仕

員
を
派
遣
し
て
日
常
生
活
の

お
世
話
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
原
爆
被
爆
者
に
対

し、。

〔技能習得促進事業〉

対象・・・低所得者で職業指

導所に入所している もの

支給金額・..

寄宿生=(月)5，000円

通所生=(月)2，000円

④ 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
健
康
保
持
に

努
力

日
衛
生
行
政
日

地
域
住
民
の
健
康
を
保
持

す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
な

こ
と
で
す
。
そ
こ
で
地
域
の

〔就職支度金支給〕

対象・・・低所得者又は生計

を共にするが、県内の公

共職業安定所を通じて就

職するも の

支給金額・・・

特別被爆者ニ40，000円

その子 =10，000円

衛
生
組
織
を
強
化
し
、
こ
れ

ら
の
組
織
体
と
相
互
の
連
け

い
を
取
り
な
が
ら
適
正
な
施

策
を
行
な
っ
て
、
健
康
で
明

る
い
市
民
生
活
が
で
き
る
よ

う
努
力
い
た
し
ま
す
。

伝
染
病
を
予
防
す
る
た
め

の
予
防
接
種
で
は
、
予
防
接

種
を
う
け
る
人
の
負
担
を
で

き
る
だ
け
軽
く
す
る
よ
う
に

配
慮
し
接
種
率
の
向
上
に
努

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
清
掃
事
業
の
う
ち

し
尿
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

収
集
業
者
の
育
成
振
導
を
行

な
い
と
く
に
終
末
処
理
を
完

全
に
行
な
い
、
ご
み
処
理
に

つ
い
て
は
、
焼
却
炉
も
増
設

し
ま
し
た
の
で
本
年
度
は
各

家
庭
の
ご
み
収
集
の
完
ぺ
き

を
期
す
る
こ
と
に
重
点
を
お

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

国
加民

11 入年
国、し 金

民ょに

2う

国
民
年
金
制
度
は
順
調
に

普
及
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま

だ
.そ
の
恩
恵
か
ら
取
り
残
さ

れ
て
い
る
市
民
も
あ
り
ま
す

の
で
、
本
年
度
は
こ
れ
ら
の

未
適
用
者
を
年
金
に
加
入
す

る
よ
う
に
し
、
ま
た
加
入
し

て
い
て
年
金
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
人
の
対
策
に
も
重

点
を
お
き
、
昨
年
に
引
続
き

加
入
適
用
者
を
ふ
や
し
、
年

金
保
険
料
未
納
者
を
な
く
し

検
証
率
女
向
上
さ
せ
る
た
め

に
納
付
組
合
の
強
化
に
一
段

と
努
力
し
た
い
と
考
え
ま
す

× 

× 

× 

(福祉資金貸付事業〉

対象・・・被爆者で生活保護

受給者を除きます

〔生活見舞金支給〉

対象・..

① 3カ月以上入通院中の

認定患者で低所得者

②病気による失業者で入

通院中の低所得認定患者

③満65才以上の身よりの

ない低所得認定患者

④原爆小頭症の者を扶養

している低所得者

支給金額・・・

(月) 5，000円

f ， 

、. s 
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日本脳炎の予防注射
日本脳炎は普通 7月から10月にかけて流行し

ますが予防注射ほ流行のはじまる 1カ月前を

目榛に接種するのが最も良いといわれます。

特に生後 6カ月から中学校児童までと 、55才

以上64才までの人はか Lりやすいので接種を

おすすめします。

じ〉該当者生後 6カ月までの者を除く全員。

[>予防接種を受けてはいけない人心臓病じ

ん臓病、脚気、結核、糖尿病の者、病後衰弱

者、虚弱者、妊産婦(妊娠 6カ月までの妊婦

を除く〉、有熱者、胸腺淋巴体質者、その他

医師が接種を行なうことが不適当と認める疾

病にか Lっているもの。

b接種回数初回免疫者-2回接種

追加免疫者-1回接種

じ>料金④1人 1回 150円
@特別対策年令者 (6カ月以上中学生までと

55才以上64才まで)1人1回 100円
[>料金の免除

特別の対策年令者で42年度の市県民税額が均

等割以下の世帯に属する者、生活保護世帯に

属する者は無料。該当者は接種当日市県民税

の納額通知書又は領収書、生活保護手帳を提

出してくださし、。

じ>幼児は母子手帳を持参すること。

お
し
ら
せ

玖
島
中
の
旧
校
舎
を

公
売

市
で
い
ら
な
く
な
っ
た
建

物
を
つ
ぎ
の
と
お
り
公
売
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
印
か

ん
を
持
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

'ν マ
公
売
物
件

①
玖
島
中
学
校
旧
大
村
校
舎

木
造
瓦
葺
二
階
建

(
延
二
、
四
四
一
平
方
米
)

②
玖
島
中
学
校
旧
倉
庫

木
造
瓦
葺
平
家
建

(
延
二
十
五
平
方
米
)

り、大村 市政だよ(3) 

コ
i
ナ

l

マ
公
売
の
方
法

一
般
競
争
入
札

マ
現
地
説
明

五
月
十
七
日
午
前
九
時
か

ら
十
時
ま
，で
玖
島
中
学
校

旧
大
村
校
舎
校
庭

マ
入
札
の
日
時
・
場
所

五
月
十
七
日
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
十
一
時
ま
で

市
役
所
第
二
会
議
室

マ
入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
百
分
の
五
以

上
の
現
金

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

/ 

市
財
政
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
し
。中

小
企
業
者
へ
の

融
資
あ
ん
な
い

マ
借
入
申
込
者
の
資
格

市
内
に
住
所
と
居
舗
が
あ

り
、
厚
則
と
し
て
同
一
業

種
を
引
続
き
一
年
以
上
経

営
し
て
い
る
中
小
企
業
者

で
、
信
用
保
証
協
会
の
対

象
業
種
と
し
、
市
税
を
完

納
し
て
い
る
も
の
。

マ
資
金
の
使
途

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資

金
と
し
、
旧
債
返
済
金
に

は
充
当
で
き
な
い
。

マ
融
資
限
度

内
マ
期
間

七
十
万
円
以

運
転
H

一
年
以
内

設
備
H

二
年
以
内

マ

利

率

日

歩

二
銭
二
厘

別
に
信
用
保
証
料
と
し
て

三
厘
五
毛

I
四
厘

マ
申

込

所

商

工

会
議
所

市
内
金
融
機
関

マ
受
付
期
間

五
月
二
十
日
よ
り
五
月
三

十
一
日
ま
で

た
だ
し
、
融
資
枠
に
達
し

た
場
合
は
受
付
け
を
締
切
り

ま
す
。な

お
~
く
わ
し
い
こ
と
は

市
商
工
観
光
課
へ
お
た
ず
ね

| 接種目 1

1回目 2回目 !

5JJ27日月 3日 !

5月28日 j 口門 i

場

市役所

三浦幼稚園

竹松本町公民館

メ'>..
Z三玉種接

， 
L 

く
だ
さ
い
。

春
の
慰
霊
祭

戦
争
で
国
の
た
め
な
く
な

ら
れ
た
ご
輩
〈
霊
の
ご
遺
徳
を

た
L

え
お
慰
め
申
し
あ
げ
る

た
め
つ
ぎ
に
よ
り
市
内
の
春

季
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
ま
す

V
日
時
五
月
二
十
四
日

午
前
十
時
三
十
分
開
式

マ
場
所

県

忠

霊
塔

な
お
遺
族
の
方
に
は
地
区

遺
族
世
話
人
を
通
じ
て
遺
族

章
を
交
付
し
ま
す
が
も
し
と

ど
い
て
い
な
い
方
は
福
祉
事

務
所
か
各
出
張
所
で
お
う
け

と
り
く
だ
さ
い
。

"ロニ~ユド'-' JふA、'"'

萱瀬出張所

5蜘!黒木小学校 6月5日
諏訪公民館

鈴田出張所

東大村小学校 B月6日
市民 会 館

市立病院 5月31日 6月7日
松原公民館

j〆、

食
品
業
者

赤
痢
検
便
と
登
録

食
品
製
造
、
販
売
(
飲
食

屈
も
含
む
)
業
者
と
食
品
類

行
商
人
の
赤
痢
定
期
検
便
を

つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
レ
ま
す

関
係
者
は
全
員
受
診
じ
て
く

だ
さ
い
。

|実施日丁 時 間 i
5月21日 |10.00~12001
5月21日 I14.00---16.00 1 

5月22日 I10.00---14.00 I 
5月23日 I10.00--14.00 I 

5月28日 9.30--15.00I 

5月29日" " 

※接種時間はいずれも午後2時'"'-'3時30分まで。

|実施場所

[松原公民舘

東浦漁協

竹松出張所'

西大村出張所

大 村 保 健 所

マ
料
金

赤
痢
検
便
料
H

一
人
五
十
円

登
録
手
数
料
リ
一
件
百
円

な
お
、
昭
和
四
十
三
年
度

の
食
品
販
売
業
居
舗
、
行
商

の
登
録
も
当
日
行
な
い
、
食

品
衛
生
協
会
費
三
百
五
十
円

を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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一|
ご
協
力
あ
り
が
と
う
|
一

一ー
ー
古
切
手
牧
集
運
動
i
一

H

ネ
パ
ー
ル
の
子
供
た
ち
を

結
核
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

げ

と
「
古
切
手
収
集
運
動
」

が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
使
用

ず
み

の
切
手
を
市
役
所
総
務

課
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

古
切
手
百
枚
で

二
人
分
の

B

C
G
ワ
ク
チ

ン
が
買
え
る
の

で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
ご

協
力
く
だ
さ

い
。

今
年
の

一
月
か
ら
三
月
ま

駅
前
パ
ス
営
業
所

市
民
の
足
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
パ
ス
の
歴
史
は
意

外
に
古
い
。
昭
和
八
年
ご
ろ

に
は
松
原
と
竹
松
宮
小
路
の

聞
に
小
さ
な
ほ
ろ
馬
車
が
走

っ
て

い
た
と

い
わ
れ
る
し
、

昭
和
十
二
年
ご
ろ
に
は
萱
瀬

に
も
民
営
の
パ

ス
が
走
っ
て

い
た
こ

と
が
あ
る
と
い
わ
れ

る。
し
か
し
、
市
内
に

パ
ス
が

正
式
に
走
り
出
し
た
の
は
、

昭
和
十
六
年
大
村
に
県
営
大

村
出
張
所
が
で
き
、
当
時
の

鈴
田
村
中
里
郷
か
ら
大
村
町

竹
松
郷
、
大
村
町
本
町
か
ら

大
村
町
大
曲
の
聞
に
パ
ス

路

線
の
免
許
が
お
り
、
二
台
の

パ
ス
で
運
行
を
始
め
た
の
が

最
初
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
に
な
っ

て
、

西
肥
パ
ス
所
有
で
あ
っ
た
大

村
か
ら
黒
木
ま
で
の
萱
瀬
線

と
諌
早
か
ら
大
村
ま
で
の
路

線
を
県
営
が
合
併
心
て
運
行

を
始
め
、
ま
た
竹
松
か
ら
松

原
ま
で
の
路
線
も
同
年
運
行

を
開
始
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
に

は
大
村

駅
前
に
現
在
の
パ
ス
営
業
所

が
落
成
し
、
長
崎
、
佐
世
保

の
中
継
点
と
し
て
重
要
な
営

で
に
つ
ぎ
の
方
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
早
石
油
屈
従
業
員
一
同

市
立
病
院
六
病
棟
看
護
婦

一
同

Q

江
口
キ
ミ
ヨ
さ
ん

大
村
工
業
高
校
イ
ン
タ

ー

ア
ワ
ト
ク
ラ
ブ
。
鶴
田
自

動
車
徒
業
員

一
同
。
久
保

川
雅
子
さ
ん
。
福
田
美
竹

⑧ 

業
所
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、

市
内
パ
一ス
路
線
も
次
第
に
数

を
増
し
、
大
多
武
に
も
パ
'ス

路
線
が
開
か
れ
行
楽
ジ

I
ズ

ン
に

は
臨
時
パ

ス
も
増
発
さ

れ
る
な
ど
市
民
交
通
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
営
業

所
と
な
っ
た
。

こ
こ
か
ら
発
着
す
る

パ
ス
の
数
も

一
日
に
約

四
百
台
に
及
ん
で
お
り

朝
夕
の
通
勤
通
学
時
間

に
は
大
変
な
ラ
ッ

ν
ュ

を
見
せ

る
。

大
村
駅
前
営
業
所
の

建
物
の
な
か

に
は
、
県

営
パ
ス
と
西
肥
パ
ス
の

事
務
所
が
あ
り
待
合
所

は
共
用
と
な
っ
て
い

る

さ
ん
。
上
松
静
枝
さ
ん
。

T
S
さ
ん
。
大
岡
雅
則
さ

ん
。
大
村
文
具
葉
っ

ぱ
の

会
員
一
同
。
竹
田
チ
ヨ
子

さ
ん
。
嶋
村
弘
江
さ
ん
。

遊
佐
喜
弘
さ
ん
。
大
村
ア

ポ
ロ
職
員

一
向
。
加
藤
博

子
さ
ん
。
阿
良
賀
ツ
ル
さ

ん
。
田
中
平
さ
ん
。

県
営
パ
ス
営
業
所
長

赤
木
吉
三
郎
氏

西
肥
パ
ス
営
業
所
長

森
永
次
郎
氏

一
ゴ
ミ
の
山
を
な
く
そ
う

一

自
衛
隊
竹
松
部
隊
近
く
の
富
ノ
原
海
岸
は
、
ゴ
ミ
が
山
の
よ
う
に

す
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
取
り
除
い
て
い
ま
す
が
、
す
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
が

多
く
て
取
り
き
れ
ま
せ
ん
。
ゴ

ミ
の
処
理
に
困
っ

て
い
る
方
は
、
無

断
で
す
て
ず
に
市
の
衛
生
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

j20才になったとき -i 

i 転入したときは届出を
6月1固までに届出をしないと 7月上旬に行

! なわれる予定の参議院議員選挙の投票ができ

! ません。いますぐ届出をしましょう

現
在
の
選
挙
人
名
簿
は

一

度
登
録
さ
れ
ま
す
と
資
格
が

欠
け
な

い
限
り
永
久
に
登
録

さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
永
久
選
挙

人
名
簿
に
な
っ

て
い
ま
す。

こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
た
め

に
は
、
登
録
の
申

出
が
必
要
で
、
そ

の
受
付
は

市
民
課
窓
口
と
各
出
張
所
で

市
役
所
の
執
務
時
間
中
い
つ

で
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。

満
二
十
才
に
な
っ
た
と
き
や

新
た
に
大
村
市
へ
転
入
し
た

と
き
は
、
必
ら
ず
登
録
の
手

続
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
六
月
一
日
ま
で
に

登
録
の
申
出
を
さ
れ
た
人
の

う
ち
、
①
昭
和
お
年

6
月

1

日
ま
で
に
生
れ
た
人
、
②
昭

和
幼
年

3
月

1
日
ま
で
に
大

村
市
へ

転
入
し
た
人
で
昭
和

お
年

6
月

1
固
ま
で
に
生
れ

た
人
は
資
格
を
認
定
し
六
月

二
十
日
に
選
挙
人
名
簿
に
登

録
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま

す
。

七
月
上
旬
に
は
参
議
院
議
員

選
挙
が
行
な
わ
れ
る
予
定
で

す
が
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
お
ら
な
い
と
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

こ
の
点
と
く
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。


